
＜平成２６年度の取組＞

取　組　名 活　動　時　間 連　携　先 実施の時期

a. 保育園・幼稚園

e. 福祉施設

e. 福祉施設

d. 社会教育施設

a. 保育園・幼稚園

a. 保育園・幼稚園

3年幼児園交流（招待）

２年幼児園交流（訪問）

2年幼児園交流（訪問）

① 各教科の授業

② 総合的な学習の時間
①各教科の授業

① 各教科の授業

②総合的な学習の時間

⑤ 特別活動（学校行事）
⑥クラブ活動・部活動

④ 特別活動（生徒会活動）

④ 特別活動（生徒会活動）
⑥クラブ活動・部活動

④ 特別活動（生徒会活動）
⑤特別活動（生徒会活動）

④特別活動（生徒会活動）
⑤特別活動（学校行事）

g. 地元自治会

d. 社会教育施設

d. 社会教育施設

d. 社会教育施設

f. ＮＰＯ団体
b.小中学校・中学校

g. 地元自治会
ｂ.小学校・中学校

平成２６年度　県立学校における「地域と共にある学校づくり」の取組概要

取　組　の　概　要

1

2

3

大宇陀高等学校23

うたの夢街道ボランティア

大宇陀街並みガイド学生
ボランティア育成事業

あきの蛍能

月1回

6月中旬

市内菟田野で故郷の文化を再発見する事をめざした観光イベントのボランティア。自治会
から依頼され、運動クラブ部員が行灯のライトアップやひな人形の飾り付けをした。

地元ボランティア協会の指導のもと、近隣中学校と共に行っている。学校周辺の歴史的な
街並みを観光客に案内し説明をするボランティアガイドの育成が目的。大宇陀の歴史や文
化を学び、実地講習会に生徒会が参加している。

4月第１，２週
の土日。

近隣にある阿紀神社で夕刻から開催される「あきの蛍能」舞台のボランティア。ボランテ
ィア協会会長から依頼され、浴衣を着た「蛍姫」となり能舞台の最後にホタルを放つ役割
を教員と地元生徒が参加した。来客者の接待をするボランティアは陸上競技部とESS部が
参加した。

6

5

4

県教育委員会が「うだ・アニマルパーク」で開催するイベント。豚汁を作り、来場者にふ
るまうイベントは家庭クラブ員が、育友会が行う地域の特産物フェアの販売補助は有志生
徒と総務担当教員が参加した。

１年連携学習 ㉝特別活動（学級活動）

10月25日

ほんのりあんどん

みんなあつまれ！いのち
かがやきフェスティバル

8月
29日30日

7月11日～
7月17日

第１学年のライフクリエイトコース全員が「うだ・アニマルパーク」で実習した。少人数
で家畜や小動物の世話と、犬猫の世話を通して命の大切さを学ぶ体験学習。事前に本校で
「うだ・アニマルパーク」の職員による講義を受けた後、実習に臨んだ。

市内にある県の施設「うだ・アニマルパーク」が開催するイベント。施設内にロウソクを
用いたライトアップを行うため、園内に装置を設置して、ロウソクを灯す昼のボランティ
アと、ロウソクの消火等行う夜のボランティアがある。昼は女子生徒、夜は男子生徒が行
った。

近隣にある特別養護老人ホーム「大宇陀ラガール」に第1学年の全生徒が訪問した。クラス
単位で訪問し、施設見学の後、利用者の方とレクレーションを行った。事前に、総合的な
学習の時間にその準備や練習をし、施設で披露した。

１年老人ホーム
交流(訪問)

8 老人ホーム交流(招待)
特別養護老人ホーム「大宇陀ラガール」の利用者や、施設の職員に本校の行事を見学して
もらう。行事は文化祭と、体育大会。1時間から2時間程度の見学で、介助はライフクリエ
イトコースの1年生が行った。

② 総合的な学習の時間

⑤ 特別活動（学校行事）

11月12日

10月15日12
第3学年全員が、「大宇陀幼児園」の5歳児を招待し、幼児と共にさつま芋を掘る体験学
習。さつま芋は5月から第3学年の生徒が学校内の敷地で栽培した。

7

9 ２年ボランティア学習

11
第2学年のライフクリエイトコース全員が「大宇陀幼児園」で行う実習。学校特設科目「命
とくらし」で一人一つのおもちゃを手作りした。そのおもちゃの遊び方について説明を
し、4、5歳の園児と約3時間一緒に遊ぶ体験学習。おもちゃは幼児園にプレゼントした。

11月
10日13日

第2学年のライフクリエイトコース全員が「うだ・アニマルパーク」で実習した。夏休みの
イベント「サマースクール」に参加した小学生のサポートを行った。事前に本校でうだ・
アニマルパークの職員による「命の教育」の講義を受けた後、実習に臨んだ。

7,8月中に9回

10

第2学年全員が、近隣にある保育園と幼稚園一体施設「大宇陀幼児園」を訪問し、幼児の理
解を図った。家庭科と学校特設科目の授業で各自巾着を手作りし、プレゼントをした。ま
た、幼児と1時間程度の遊びをとおして自分が人の役に立つことを実感した。事前に、本校
で外部講師による「幼児理解」の講義を受けた後、交流に臨んだ。

9月

6月2日


